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(57)【要約】
【課題】クランク室とそれ以外の駆動系をそれぞれに適
したオイル濃度で潤滑し、オイルの消費量の増大を防止
する４サイクルエンジンの潤滑装置を提供する。
【解決手段】潤滑装置３０は、クランク室５ａ内の負圧
時に油溜室７とクランク室５ａとを連通して、油溜室７
内で液状に貯留されるオイルをクランク室５ａに送る送
油通路３４と、クランク室５ａ内の正圧時にクランク室
５ａと油溜室７とを連通して、クランク室５ａ内で生成
されるオイルミストを油溜室７に送る連通路３９と、油
溜室７内に設けられ、連通路から油溜室に送られるオイ
ルミストを液化してオイルミストの濃度を低下させる液
化手段７０と、油溜室７から動弁室５ａに液化手段７０
を介してオイルミストを供給する供給通路３１とを備え
、液化手段７０により濃度の低下した油溜室７内のオイ
ルミストで動弁室４に収納したバルブ機構を潤滑する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピストンの往復動によるクランク室内の圧力変動を利用して、前記クランク室と別に設
けられた油溜室に貯留するオイルを、前記クランク室及び吸・排気の各バルブ機構を収納
した動弁室に供給して各部の潤滑を行いながらオイルを循環させるとともに、前記オイル
の循環経路中に含まれるブローバイガスを前記動弁室から燃焼室に排出する４サイクルエ
ンジンの潤滑装置であって、
　前記クランク室内の負圧時に前記油溜室と前記クランク室とを連通して、前記油溜室内
で液状に貯留されるオイルを前記クランク室に送る送油通路と、
　前記クランク室内の正圧時に前記クランク室と前記油溜室とを連通して、前記クランク
室内で生成されるオイルミストを前記油溜室に送る連通路と、
　前記油溜室内に設けられ、前記連通路から前記油溜室に送られるオイルミストを液化し
てオイルミストの濃度を低下させる液化手段と、
　前記油溜室から前記動弁室に前記液化手段を介してオイルミストを供給する供給通路と
を備えたことを特徴とする４サイクルエンジンの潤滑装置。
【請求項２】
　前記連通路及び前記供給通路は、前記油溜室内の略中央でそれぞれ開口する開口端部を
有して前記油溜室内に突出し、
　前記液化手段は、前記供給通路の前記開口端部に対し、前記連通路の前記油溜室内の前
記開口端部が突出するように配置し、前記油溜室にオイルが規定量以下で貯留された状態
で、前記油溜室が傾いて前記オイルの油面の位置が変化しても、前記連通路及び前記供給
通路の各開口端部が前記油面下に没することがない位置に配置してなることを特徴とする
請求項１に記載の４サイクルエンジンの潤滑装置。
【請求項３】
　前記液化手段は、前記油溜室内で開口する前記連通路の開口端部の周囲に設けられ、前
記連通路から送られるオイルミストを衝突させることで液化を促進させる衝突部と、オイ
ル及びオイルミストを排出する排出部を有していることを特徴とする請求項１に記載の４
サイクルエンジンの潤滑装置。
【請求項４】
　前記連通路及び前記供給通路は、前記油溜室内の略中央でそれぞれ開口する開口端部を
有し、
　前記液化手段は、前記油溜室にオイルが規定量以下で貯留された状態で、前記油溜室が
傾いて前記オイルの油面の位置が変化しても、前記連通路及び前記供給通路の各開口端部
が前記油面下に没することがない位置に配置し、前記連通路から送られるオイル及びオイ
ルミストが前記供給通路に直接流入するのを防止する流入阻止部を、前記連通路の前記開
口端部と前記供給通路の前記開口端部の間に配置してなることを特徴とする請求項１に記
載の４サイクルエンジンの潤滑装置。
【請求項５】
　前記供給通路には、前記バルブ機構の駆動部品を収容するバルブ駆動室が設けられ、
　前記バルブ駆動室の前記油溜室側底部と前記クランク室との間に、前記バルブ駆動室内
のオイルを前記クランク室に戻すための戻し通路が設けられていることを特徴とする請求
項１～４のいずれかに記載の４サイクルエンジンの潤滑装置。
【請求項６】
　前記クランク室内の負圧時に前記動弁室と前記クランク室とを連通する直通通路が設け
られていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の４サイクルエンジンの潤滑
装置。
【請求項７】
　前記直通通路の前記クランク室に開口する開口端部は、前記ピストンが上死点近傍位置
から上死点に向かって移動する間に前記ピストンの移動に伴って開口する位置に設けられ
ていることを特徴とする請求項６に記載の４サイクルエンジンの潤滑装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、４サイクルエンジンの潤滑装置に関し、さらに詳細には、様々な姿勢で使用
してもエンジン内の潤滑性能が低下しない４サイクルエンジンの潤滑装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　草木を対象とした可搬型の刈払機（トリマー）や背負式作業機のように、作業者自身が
携帯若しくは背負って作業を行う作業機の駆動エンジンとして、従来から２サイクルエン
ジンが用いられている。しかしながら、２サイクルエンジンは、環境問題に関する意識の
高まりや排ガス規制の強化等により、４サイクルエンジンを駆動源に置き換えるニーズが
高まっている。
【０００３】
　この４サイクルエンジンは、必要な部品数が２サイクルエンジンと比較して多いため重
くなり易く、特に携帯型作業機では、作業者が作業機を携帯しながら作業を行うのが前提
となるので、エンジンの軽量化が求められる。
【０００４】
　そこで、潤滑用のポンプを別に設けることなくクランク室内の圧力変動を利用してオイ
ルを循環させる潤滑装置を備えた４サイクルエンジンが開発されている（特許文献１参照
）。この潤滑装置は、クランク室の底部に設けられたチェック弁を有する。このチェック
弁は正圧時に開いて、クランク室内のオイル又はオイルミストが油溜室内に送られる。油
溜室内に設けられた連通管を通ったオイル又はオイルミストは動弁室及びこれを駆動させ
る動弁装置に供給されて、充分なオイルが動弁室や動弁装置に供給される。動弁室内に溜
まるオイルは、ピストンの上昇移動時にクランク室と動弁室を連通状態にするクランク室
に設けられた連通孔が開口してクランク室に戻される。
【０００５】
　ところで、潤滑オイルの潤滑経路にブローバイガスが混入し、潤滑経路中にブローバイ
ガス濃度が高まった状態で、オイルとブローバイガスが混ざり続けると、オイルの劣化が
進んで駆動部品の潤滑に悪影響がでる。そこで、一般に、潤滑経路中のブローバイガスを
燃焼室に排出し、オイルの早期劣化を防止するような処置が取られ、特許文献１にも記載
されているようにエアクリーナを介して動弁室と燃焼室を連通させる構造が良く用いられ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許３２０９４８６号公報（段落００１２～００２７、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一般に、クランク軸周りには高いオイル濃度を必要とし、動弁装置にはクランク軸周り
ほど高いオイル濃度を必要としない。
【０００８】
　従来の潤滑装置は、クランク室内の圧力変動を利用してクランク室内のオイル又はオイ
ルミストを濃度調整せずに動弁室及び動弁装置に送っているので、動弁装置を潤滑するた
めに、動弁室へオイル又はオイルミストが過剰に送り込まれ、動弁室内に滞留するオイル
の量が多くなりすぎて、ブローバイガスの燃焼室への排出と共にオイルが多く排出されて
しまい、オイルが早期に消費されてしまうという問題がある。従って、オイルの補充期間
が短くなり、オイルの補充を怠ると潤滑不良を起こす原因になる。また燃焼室へのオイル
の排出量が更に過剰になると、オイルが未燃焼のまま大量にマフラから外部に排出され、
環境へ悪影響を与える虞が生じる。



(4) JP 2011-69240 A 2011.4.7

10

20

30

40

50

【０００９】
　本発明は、このような背景に鑑みてなされたものであり、クランク室とそれ以外の駆動
系をそれぞれに適したオイル濃度で潤滑し、オイルの消費量の増大を防止することが可能
な４サイクルエンジンの潤滑装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような課題を解決するため、本発明は、ピストンの往復動によるクランク室内の圧
力変動を利用して、クランク室と別に設けられた油溜室に貯留するオイルを、クランク室
及び吸・排気の各バルブ機構を収納した動弁室に供給して各部の潤滑を行いながらオイル
を循環させるとともに、オイルの循環経路中に含まれるブローバイガスを動弁室から燃焼
室に排出する４サイクルエンジンの潤滑装置であって、クランク室内の負圧時に油溜室と
クランク室とを連通して、油溜室内で液状に貯留されるオイルをクランク室に送る送油通
路と、クランク室内の正圧時にクランク室と油溜室とを連通して、クランク室内で生成さ
れるオイルミストを油溜室に送る連通路と、油溜室内に設けられ、連通路から油溜室に送
られるオイルミストを液化してオイルミストの濃度を低下させる液化手段と、油溜室から
動弁室に液化手段を介してオイルミストを供給する供給通路とを備えたことを構成要件と
する（請求項１）。
【００１１】
　この４サイクルエンジンの潤滑装置は、クランク室内の負圧時にのみ、送油油路を介し
て油溜室内で液状に貯留されるオイルをクランク室に送る。このため、潤滑装置は、クラ
ンク室から送油油路を介して油溜室にオイルが逆流しないようになっている。クランク室
に送られたオイルは、クランク軸周りを充分に潤滑し、
クランク室内で高速に回転するカウンタウェイトやこれに連結されたコンロッド等によっ
て飛散されて微粒子化して、オイルミストとして生成される。なお、クランク室で生成さ
れたオイルミストの一部は、クランク室の壁面に付着して再度液化する。このように、ク
ランク室内に液状のまま多めのオイルを送ることができるので、クランク室内の駆動部品
を充分に潤滑することができる。
【００１２】
　そして、クランク室内の正圧時にのみ、クランク室内で生成されたオイルミストを連通
路を介して油溜室に送る。この時、オイルミストと共にオイルも油溜室に送られる。連通
路を介して送られたオイルミストは、油溜室に設けられた液化手段によってその大部分が
液化されてオイルに戻る。油溜室で液化されてなったオイルは連通路を介して送られてき
たオイルと共に、再び油溜室に貯留される。なお、上述したように、送油油路を介してク
ランク室から油溜室にオイルが逆流しないので、この逆流によるオイルミストの生成はな
い。本発明は、クランク室内の駆動部品のみでオイルミストの生成手段を構成し、油溜室
内にオイルミストの生成手段を設けないことを前提としている。このように、クランク室
から油溜室に送られるオイルミストは、液化手段を介することで、オイルミストの濃度を
低くすることができる。そして、液化手段によって濃度の低下したオイルミストのみを動
弁室に供給し、動弁室に収納したバルブ機構を潤滑する。
【００１３】
　本発明における液化手段の一態様は、連通路及び供給通路は、油溜室内の略中央でそれ
ぞれ開口する開口端部を有して油溜室内に突出し、供給通路の開口端部に対し、連通路の
開口端部が突出するように配置し、油溜室にオイルが規定量以下で貯留された状態で、油
溜室が傾いてオイルの油面の位置が変化しても、連通路及び供給通路の各開口端部が油面
下に没することがない位置に配置してなることを構成要件とする（請求項２）。
【００１４】
　供給通路の開口端部に対し連通路の開口端部が油溜室内に突出するとは、供給通路及び
連通路がそれぞれ基部を有して開口端部側に向かって延びると共に、連通路の開口端部に
おける連通路の延伸方向に直交する平面に対し、供給通路の開口端部及びその端部近傍が
連通路の基部側に配置されて開口端部側に延びることをいう。より詳しくは後述する実施
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の形態で図４を参照しながら説明する。供給通路及び連通路の各開口端部側への延伸方向
は平行であってもよいし、開口端部側に進むに従って互いの開口端部が離反するように配
置してもよい。
【００１５】
　一般に、油溜室には規定のオイルの量を貯留するように入れて使用される。貯留される
オイルの量が規定の下限未満の場合には、エンジンを適正に潤滑するのに充分なオイルを
循環することができない。一方、貯留されるオイルの量が規定の上限を超える場合には、
供給通路や連通路の開口端部がオイルの油面下に没してしまい、エンジンを適正に潤滑す
るのに必要なオイルミストを上手く潤滑することができない。なお、規定の範囲で適正に
オイルが貯留されている場合には、エンジンの使用と共に徐々にオイルが消費されて減少
し、オイルを補充しない限りやがて規定量の下限未満となる。オイルが規定量以下で貯留
されるとは、貯留されるオイルの量が規定量の上限以下の状態をいい、規定量の下限未満
の状態も含む。
【００１６】
　油溜室が傾いてオイルの油面の位置が変化するとは、エンジンを傾けたりすることで油
溜室が傾き、水平に位置する油面と油溜室の相対的な位置関係が変わる状態をいう。なお
、通常の使用状態で油溜室が揺さぶられることで、油面が揺れる状態も含む。但し、故意
に油溜室を激しく揺さぶることで油面が激しく揺れる状態も含むものではない。請求項２
記載の発明は、上位概念である請求項１に記載の液化手段を補足説明している。
【００１７】
　この液化手段は、油溜室が傾くことでオイルの油面位置が変化しても、連通路が油面下
に没することがないので、クランク室からオイルミストと共に送られる空気が油面下に放
出されることはない。そのため、貯留されるオイルの内部から空気と共にオイルが吹き上
がることはなく、それによるオイルミストの生成を防ぐことができる。連通路から放出さ
れるオイルミストは、オイルの油面や油溜室の壁に衝突して液化する。請求項２記載の液
化手段は、連通路及び供給通路の油溜室内の開口端部が、略中央でそれぞれ開口するもの
である。このため、上位概念である請求項１記載の液化手段は、略中央に開口することに
は限定されない。そして、供給通路の開口端部に対し連通路の開口端部が突出するので、
連通路の開口端部から放出されたオイル及びオイルミストを供給通路に直接に供給するこ
とはなく、供給通路には液化により濃度低下したオイルミストを供給できる。供給通路の
開口端部に対する連通路の開口端部が突出する程度は、設計的事項であるが、この突出す
る程度を調整することで、より適切な濃度のオイルミストを供給通路に供給することがで
きる。
【００１８】
　本発明における液化手段の一態様は、連通路の開口端部の周囲に設けられ、連通路から
送られるオイルミストを衝突させることで液化を促進させる衝突部と、オイル及びオイル
ミストを排出する排出部を有していることを構成要件とする（請求項３）。
【００１９】
　衝突部及び排出部を有した液化手段は、衝突部にオイルミストを衝突させて液化させ、
オイルミストの濃度を低下させる。オイルは、衝突部上を流れて排出部から排出され油溜
室内に貯留されているオイルに戻される。排出部からは濃度の低下したオイルミストも排
出され、このオイルミストが供給通路に供給される。液化手段は、具体的には、連通路の
開口端部の周囲を複数の板部材で囲み、各板部材の間に隙間を設けてなるものや、有底筒
状に形成されて複数の孔を有したパンチングメタルのようなもので連通路の周囲を囲むこ
とで得ることができる。請求項３記載の発明は、上位概念である請求項１記載の液化手段
を補足説明している。
【００２０】
　この液化手段は、連通路の開口端部の周囲に設けられるので、開口端部から放出される
オイルミストの濃度をより確実に低下させることができる。そして、この液化手段を介す
ることで、濃度の低下したオイルミストを供給通路に供給できる。衝突部を複数の板部材
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とし、排出部を各板部材の間の隙間とした場合、この隙間の程度は設計的事項であるが、
この隙間の程度を調整することで、より適切な濃度のオイルミストを供給通路に供給する
ことができる。
【００２１】
　本発明における液化手段の一態様は、連通路及び供給通路が油溜室内の略中央でそれぞ
れ開口する開口端部を有し、油溜室にオイルが規定量以下で貯留された状態で、油溜室が
傾いてオイルの油面の位置が変化しても、連通路及び供給通路の各開口端部が油面下に没
することがない位置に配置し、連通路から送られるオイル及びオイルミストが供給通路に
直接流入するのを防止する流入阻止部を、連通路の開口端部と供給通路の開口端部の間に
配置してなることを構成要件とする（請求項４）。
【００２２】
　請求項４記載の発明は、上位概念である請求項１記載の液化手段を補足説明している。
この液化手段は、油溜室が傾くことでオイルの油面位置が変化しても、連通路が油面下に
没することがないので、クランク室からオイルミストと共に送られる空気が油面下に放出
されることはない。そのため、貯留されるオイルの内部から空気と共にオイルが吹き上が
ることはなく、それによるオイルミストの生成を防ぐことができる。連通路から放出され
るオイルミストは、オイルの油面や油溜室の壁に衝突して液化する。請求項４記載の液化
手段は、連通路及び供給通路が油溜室内の略中央でそれぞれ開口するものである。請求項
１記載の液化手段は、略中央に開口することには限定されない。そして、請求項４記載の
発明は、連通路の開口端部と供給通路の開口端部の間に、流入阻止部を配置することを明
示する。流入阻止部は、連通路の開口端部から放出されたオイル及びオイルミストが供給
通路に直接に供給されるのを阻止するので、供給通路には液化により濃度低下したオイル
ミストを供給することができる。
【００２３】
　流入阻止部は、具体的には、供給通路及び連通路の各開口端部の間に仕切り板を設ける
ことで得られる。また、油溜室を２つの区画に区切るように仕切り板を設け、それぞれの
区画に供給通路と連通路の各開口端部を配置するようにしてもよい。この場合、２つの区
画の仕切り板には、オイルミストを連通するための連通孔を設けることが必要となる。な
お、油溜室を２つの区画に区切るように仕切り板を設けることで、油溜室が揺さぶれても
油面を揺れにくくすることができる。仕切り板への連通孔の設け方は、設計的事項である
が、こうした設計的事項を考慮することで、より適切な濃度のオイルミストを供給通路に
供給することができる。
【００２４】
　また、供給通路で液化したオイルミストを、クランク室に戻すための戻し通路が設けら
れていることを構成要件とする。供給通路には、バルブ機構の駆動部品（例えば、実施形
態におけるバルブ駆動ギヤ１０ａ、カムギヤ１０ｂ）を収容するバルブ駆動室が設けられ
る。そして、戻し通路の一方の開口端部は、バルブ駆動室の油溜室側底部に設けられる（
請求項５）。バルブ駆動室は、駆動部品を収容する必要があるので、一定の広がりを持た
せる必要がある。一方、供給通路は、オイルミストの循環経路として機能させるために、
バルブ駆動室ほどの広がりを必要としない。供給通路は、その途中にバルブ駆動室を形成
し、バルブ駆動室に連通する供給通路に比べてバルブ駆動室は広がりを持つ構造となる。
バルブ駆動室の底部とは、供給通路の一部とバルブ駆動室の接続箇所に形成される段差の
ことである。
【００２５】
　供給通路の供給されたオイルミストは、バルブ機構の駆動部品を潤滑する時に、バルブ
機構の駆動部品に付着して液化する。ここで液化したオイルは、戻し通路を介してクラン
ク室に戻されるので、さらに濃度低下したオイルミストが動弁室に供給される。戻し通路
を介してクランク室にオイルを充分に戻せない時があっても、供給通路の途中にバルブ機
構の駆動部品があるので、この駆動部品が抵抗として機能して動弁室へのオイルの流出を
抑止できる。そして、必要以上に濃度の高いオイルミストが油溜室から供給通路に供給さ
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れたとしても、戻し通路の一方の開口端部がバルブ駆動室の油溜室側底部に設けられるの
でオイルがバルブ機構の駆動部品を通過する前に底部に留まることができ、オイルとして
クランク室に戻される。供給通路や戻し通路の形状は設計的事項であり、このような設計
的事項を考慮することで、より適切な濃度のオイルミストを動弁室に供給することができ
る。
【００２６】
　また本発明は、クランク室内の負圧時に動弁室とクランク室とを連通する直通通路が設
けられていることを構成要件とする（請求項６）。直通通路は、動弁室とクランク室とを
直結する。
【００２７】
　本発明では、ピストンの往復動によるクランク室の圧力変動を利用してオイルを循環さ
せている。動弁室とオイルの循環の圧力源となるクランク室を直通通路で連結し、クラン
ク室内の負圧時に連通するので、動弁室でオイルミストが液化してオイルが多く滞留して
も、強い負圧でクランク室にオイルを一気に送ることができ、動弁室にオイルが停留する
ことを防止することができる。
【００２８】
　本発明の直通通路は、クランク室に開口する開口端部が、ピストンが上死点近傍位置か
ら上死点に向かって移動する間にピストンの移動に伴って開口する位置に設けられる（請
求項７）。ここで、クランク室に開口する開口端部が、ピストンの移動に伴って開口し始
めるタイミングで、クランク室内が負圧となるような位置に設けられている。そして、ピ
ストンが上死点に達した時点では、既に開口端部は完全に開口している。
【００２９】
　液状のオイルを吸い込むためにはある程度の強い負圧が必要となる。本発明では、クラ
ンク室内が最も強い負圧になるタイミングで動弁室とクランク室が連通しているので、動
弁室でオイルミストが液化してオイルが多く滞留したとしても、より効率的に動弁室から
クランク室にオイルを送ることができる。ところで、クランク室の圧力変動の過程におけ
る、弱い負圧のタイミングで直通通路が開口し始めると、クランク室への空気の吸入量が
多くなりすぎて、オイルを吸い込むのに充分な強さの負圧が得られない場合がある。本発
明では、直通通路が開口し始める位置を設計的に調整することで、より良くオイルを吸い
込むのに適した強さの負圧を得ることができる。なお、本発明によれば、ピストンが上死
点から上死点近傍位置に向かって移動する間にも直通通路が開口したままになり、クラン
ク室内が正圧になることで、クランク室から動弁室にオイルやオイルミストが逆流する場
合も想定される。このような場合には、オイルやオイルミストがクランク室から動弁室へ
流れるのを規制する一方向弁を、直通通路に設けることで、逆流を防止することができる
。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置によれば、クランク室内の負圧時に油溜
室とクランク室とを連通して、油溜室内で液状に貯留されるオイルをクランク室に送る送
油通路と、クランク室内の正圧時にクランク室と油溜室とを連通して、クランク室内で生
成されるオイルミストを油溜室に送る連通路と、油溜室内に設けられ、連通路から油溜室
に送られるオイルミストを液化してオイルミストの濃度を低下させる液化手段と、油溜室
から動弁室に液化手段を介してオイルミストを供給する供給通路とを備えことにより、ク
ランク室内の駆動部品を充分に潤滑することができ、液化手段により適切に濃度を低下さ
せたオイルミストで動弁室に収容されたバルブ機構を充分に潤滑することができる。そし
て必要以上に高い濃度のオイルミストを動弁室に供給しないようにできるので、ブローバ
イガスと共に排出されるオイルの量を減らすことができ、オイルの消費量を抑止すること
ができる。
【００３１】
　また、本発明に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置によれば、供給通路にバルブ機構
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の駆動部品を収容するバルブ駆動室を設け、バルブ駆動室の油溜室側底部とクランク室と
の間に、バルブ駆動室内のオイルをクランク室に戻すための戻し通路を設けるので、動弁
室に、バルブ駆動室内のオイルの供給を抑止することができ、オイルの消費量をより抑止
することができる。
【００３２】
　また、本発明に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置によれば、クランク室内の負圧時
に動弁室とクランク室とを連通する直通通路を設けることで、動弁室にオイルが溜まるこ
とがあってもクランク室に戻すことができ、動弁室にオイルが滞留することをさらに抑止
することができ、オイルの消費量をさらに抑止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施の形態に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置の概略説明図を示
す。
【図２】潤滑装置の液化手段を示し、同図（ａ）は多数の孔を有して袋状に形成され、底
部に衝突部を備えた液化手段であり、同図（ｂ）は板状の衝突部を有した液化手段であり
、同図（ｃ）は筒状の衝突部を有した液化手段である。
【図３】本発明の一実施の形態に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置の流入阻止部の概
略説明図である。
【図４】本発明の一実施の形態に係わる４サイクルエンジンの潤滑装置における連通路及
び供給通路の油溜室側の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の４サイクルエンジンの潤滑装置の好ましい実施の形態を図１～図４に基
づいて説明する。潤滑装置は４サイクルエンジンに搭載されるものであるので、この潤滑
装置を搭載した４サイクルエンジンについて図１（概略説明図）を用いて説明する。なお
、図１は、ピストンが上死点に位置した状態にあるときの４サイクルエンジンを示してい
る。
【００３５】
　４サイクルエンジン１（以下、単に「エンジン１」と記す。）は、図１に示すように、
シリンダヘッド３ａが一体化されているシリンダブロック３と、シリンダブロック３の下
部に取り付けられてクランク室５ａを形成するクランクケース５と、クランクケース５の
下方に配設された油溜室７とを備える。油溜室７は、クランクケース５と別個に設けられ
、潤滑オイルＡ（以下、単に「オイルＡ」と記す。）を貯留する。
【００３６】
　シリンダブロック３とクランクケース５との接続部分には、クランク軸（図示せず）が
回転自在に支持され、このクランク軸にはカウンタウェイトやこれに連結されたコンロッ
ド等を介してピストン６が連接されている。ピストン６はシリンダブロック３内に設けら
れたシリンダ３ｂ内に摺動自在に挿入されている。
【００３７】
　シリンダブロック３内に設けられたシリンダ３ｂの上壁には、気化器（図示せず）及び
排気マフラ（図示せず）にそれぞれ連通する吸気ポート及び排気ポートが設けられ、これ
らの各ポートには、ポートを開閉する吸気バルブ及び排気バルブが配設されている。
【００３８】
　これらのバルブを駆動する動弁機構１０は、クランク軸に固着されたバルブ駆動ギヤ１
０ａ、バルブ駆動ギヤ１０ａによって駆動されカムが連接されたカムギヤ１０ｂ、ロッカ
ーアーム（図示せず）等の部品により構成される。この動弁機構１０のうちバルブ駆動ギ
ヤ１０ａ及びカムギヤ１０ｂは、シリンダブロック３の頭部に形成された動弁室４と油溜
室７とを連通する供給通路３１の途中に設けられたバルブ駆動室３２内に収容され、ロッ
カーアーム等の部品は、動弁室４内に設けられている。
【００３９】
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　油溜室７とシリンダブロック３との間には、送油通路３４が設けられている。送油通路
３４の油溜室側の端部には、吸入部３５が取り付けられている。吸入部３５は、ゴム等の
弾性材料により形成されて容易に撓むことができる管体３５ａと、管体３５ａの先端部に
取り付けられた吸入口付きの錘３５ｂとを有してなる。吸入部３５の錘３５ｂは、重力に
より鉛直下方に移動可能に取り付けられており、これにより油溜室７が傾いても、規定量
の範囲で貯留されるオイルＡの油面下に吸入部３５の吸入口を没入させることができる。
【００４０】
　送油通路３４は、ピストン６の上昇によりクランク室５ａ内が負圧化傾向となったとき
に、クランク室５ａ内と油溜室７とを連通させて油溜室７からオイルＡを吸い上げてクラ
ンク室５ａ内に供給する部分である。送油通路３４のクランク室５ａ側に開口する開口端
部３４ａの位置は、ピストン６が上死点近傍位置から上死点に向かって移動する間にピス
トン６の移動に伴って開口する位置に設けられ、上死点近傍位置に移動したピストン下部
のスカート部６ａの下死点方向側に位置している。従って、送油通路３４の開口端部３４
ａは、ピストン６が上死点に達した時点では既に全開している。
【００４１】
　なお、送油通路３４は、開口端部３４ａにリード弁を設けたり、クランク軸に通路を設
けてロータリバルブとして機能させる等、クランク室５ａ内の負圧時に送油通路３４とク
ランク室５ａを連通させるようにしてもよい。
【００４２】
　送油通路３４の途中には、一方向弁３７が設けられている。この一方向弁３７は、クラ
ンク室５ａの圧力変化に応じて開閉し、油溜室７内に対しクランク室５ａ内の圧力が低い
状態で開いて送油通路３４を連通状態にし、クランク室５ａ内の圧力の方が高い状態で閉
じるように構成されている。
【００４３】
　クランク室５ａの底部と油溜室７との間には、クランク室５ａと油溜室７を連通する連
通路３９が設けられている。この連通路３９は、クランク室５ａ内で生成されたオイルミ
スト及び、このオイルミストが液化したオイルを油溜室７に送るためのものである。連通
路３９のクランク室側に開口する開口端部３９ａにはリード弁４０が設けられている。こ
のリード弁４０は、クランク室５ａの圧力変化に応じて開閉可能に構成され、ピストン６
が下死点側に移動するときのクランク室内の正圧によって開いて連通路３９を連通状態に
するように構成されている。このためリード弁４０が開いて連通路３９が連通状態になる
と、クランク室５ａ内のオイルミスト及びオイルが連通路３９を通って油溜室７内に送ら
れる。
【００４４】
　連通路３９の油溜室側の開口端部３９ｂは、油溜室７内の略中央で開口し、油溜室７の
傾斜状態に拘わらず、規定量以下で貯留されたオイルＡの油面上となる位置に配置されて
いる。このため、連通路３９の開口端部３９ｂから吐出するオイルミストは、オイルの油
面下に吹きつけられることでオイル内部を泡立てることはなく、穏やかに油溜室７に戻さ
れ、オイルミストの多くが液化される。但し、開口端部３９ｂから吐出するオイルミスト
の一部は油面上や壁面上で跳ね返って、油溜室７内の油面上方の空間部７ａ内に滞留する
。このようにオイルＡの油面上の位置に配置された連通路３９の開口端部３９ｂは、オイ
ルミストを液化させる液化手段７０の一部として機能する。
【００４５】
　従って、連通路３９から吐出するオイルミストはその大部分が液化され、油溜室７内に
貯留するオイルミストの濃度を低くすることができる。
【００４６】
　供給通路３１の開口端部３１ａは、油溜室７内の内部空間の略中央部で開口し、油溜室
７の傾斜状態に拘わらず、規定量以下で貯留されたオイルＡの油面の位置が変化しても油
面下に没することがないように配置されている。さらに、図１に示すように、開口端部３
１ａに対して開口端部３９ｂが突出するように配置している。
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【００４７】
　このように、供給通路３１の開口端部３１ａに対し連通路３９の開口端部３９ｂが油溜
室７内に突出するように配置されているので、連通路３９の開口端部３９ｂから吐出する
オイルミストが供給通路３１の開口端部３１ａに直接に入ることはない。さらに好ましく
は連通路３９と供給通路３１は、各開口端部側に進むに従って隣接する開口端部と離れる
方向に配置されてもよい（図４参照）。即ち、開口端部３９ｂにおける連通路３９の延伸
方向（一点鎖線で示した方向）に直交する平面３９ｃに対し、供給通路３１の開口端部３
１ａ及びその端部近傍３１ａ'が連通路３９の基部側に配置されていれば、連通路３９か
ら吐出するオイルミストが直接に供給通路３１の開口端部３１ａに入ることはない。つま
り油溜室７における供給通路３１と連通路３９の配置は、連通路３９から吐出するオイル
ミストが直接に供給通路３１の開口端部３１ａに流入するのを阻止する流入阻止部として
機能している。このため、供給通路３１を流れるオイルミストの濃度は、送油通路３４か
らクランク室５ａ内に供給されるオイルの濃度と比較して低くなる。
【００４８】
　供給通路３１の動弁室４側の開口端部３１ｂは、動弁室４のシリンダブロック３側に開
口している。このため、供給通路３１を流れるオイルミストはバルブ駆動室３２内の動弁
機構１０を潤滑し、開口端部３１ｂから吐出して動弁室４内に供給されて動弁室４内のロ
ッカーアーム等を潤滑する。
【００４９】
　動弁室４内には、動弁室４内に溜まったオイルを吸引するために吸引管４３が複数設け
られている。そして、吸引管４３と吸引通路４２が接続されている。吸引通路４２は動弁
室４のクランク室５ａとは反対側に設けられ、吸引管４３はこれに連通して動弁室４内の
クランク室側へ延びるように設けられ、吸引管４３の先端は開口している。吸引管４３の
開口先端部は、動弁室４内のクランク室側底面からオイルを吸い上げるために、動弁室４
のクランク室側底面の近傍位置に配置されている。そして、吸引管４３は動弁室４の隅部
に配置されて、動弁室４が上方に位置する状態でエンジン１が傾いても、いずれかの吸引
管４３を介して動弁室４内に溜まるオイルが吸引されるようになっている。
【００５０】
　また吸引通路４２には小孔４４が複数設けられている。この小孔４４は、動弁室４のク
ランク室５ａとは反対側の隅部に配置され、動弁室４が下方に位置する反転状態でエンジ
ン１が傾いても、いずれかの小孔４４を介して動弁室４内に溜まるオイルを吸引できる。
【００５１】
　吸引通路４２には直通通路４６が設けられ、クランク室５ａ内の負圧時に、動弁室５２
ａとクランク室５ａとが直通通路４６を介して連通する。直通通路４６のクランク室側の
開口端部４６ａの位置は、送油通路３４の開口端部３４ａと同様に、ピストン６が上死点
近傍位置から上死点に向かって移動する間にピストン６の移動に伴って開口する位置に設
けられ、上死点近傍位置に移動したピストン下部のスカート部６ａの下死点方向側に位置
している。従って、直通通路４６の開口端部４６ａは、ピストン６が上死点に達した時点
では既に全開している。
【００５２】
　また直通通路４６に、動弁室４からクランク室５ａ側への流れを許容し、クランク室５
ａから動弁室４側への流れを規制する一方向弁を設けてもよい。このようにすることで、
クランク室５ａから動弁室４へオイルやオイルミストが逆流することを確実に防止するこ
とができる。
【００５３】
　動弁室４の略中央部にはブリーザ通路４８の一端部が開口し、ブリーザ通路４８の他端
部がエアクリーナ５０に接続されている。ブリーザ通路４８は、ブローバイガスを燃焼室
へ排出することを目的として設けられている。動弁室４内のオイルミストやブローバイガ
スは、ブリーザ通路４８を介してエアクリーナ５０に送られ、エアクリーナ５０に設けら
れたオイルセパレータ５０ａによりオイルとブローバイガスに気液分離される。ブリーザ
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通路４８の一端部は、動弁室４の略中央部に開口するので、動弁室４にオイルが多く滞留
しても、容易にそのオイルを吸い込むことはない。このブリーザ通路４８には一方向弁４
８ａが設けられ、この一方向弁４８ａによりエアクリーナ５０から動弁室４側へのブロー
バイガスやオイルミストの逆流を防止している。
【００５４】
　気液分離されたオイルは、エアクリーナ５０とクランク室５ａを連通する環流通路５２
を通ってクランク室５ａに送られる。環流通路５２にはクランク室側への流れのみを許容
する一方向弁５２ａが設けられている。一方、気液分離されたブローバイガスは、吸気と
ともに燃焼室に送られる。
【００５５】
　バルブ駆動室３２の油溜室側の底部とクランク室５ａの間には、バルブ駆動室３２内の
オイルをクランク室５ａ内に戻すための戻し通路５４が設けられている。クランク室５ａ
の負圧時には、戻し通路５４を介してバルブ駆動室３２に溜まるオイルが吸引される。こ
の戻し通路５４は、連通路３９の断面積の１／１０よりも小さく構成されている。クラン
ク室５ａの正圧時には、リード弁４０が開き、クランク室５ａと油溜室７が連通状態にな
る。クランク室５ａ内のオイルミストとオイルは断面積の大きな連通路３９を流れ、戻し
通路５４はオイルで栓がされた状態になるので、クランク室５ａからバルブ駆動室３２へ
オイルが逆流することは殆どない。本実施例では、連通路３９の内径をφ９ｍｍ、戻し通
路５４の内径をφ２ｍｍとしている。
【００５６】
　なお、戻し通路５４は、バルブ駆動室３２と前述した直通通路４６とを連通するように
設けてもよい。このように戻し通路５４を設けることで、動弁室４に必要以上にオイルが
供給されることはない。また戻し通路５４内に、クランク室側へのオイルの流れを許容し
、バルブ駆動室３２側へのオイルの流れを規制する一方向弁を設けてもよい。このように
すると、クランク室５ａ内からバルブ駆動室３２側へのオイルの逆流を確実に防止するこ
とができる。
【００５７】
　またバルブ駆動室３２と送油通路３４との間には、流量調整通路５６が設けられている
。流量調整通路５６がバルブ駆動室３２内の空気を吸い込むことで、送油通路３４を介し
てクランク室５ａに供給されるオイルの流量が調整される。この空気の吸い込み量が多け
れば、送油通路３４を介して供給されるオイルの流量は減少する。なお、流量調整通路５
６は、バルブ駆動室３２の底部から離し、バルブ駆動室３２に滞留するオイルを吸い込み
にくい位置に設けるのが良い。
【００５８】
　流量調整通路５６の送油通路３４への接続位置は、送油通路３４に設けられた一方向弁
３７よりも油溜室側に位置している。このため、一方向弁３７によりオイルの供給を遮断
すると、一方向弁３７よりも油溜室側の送油通路３４内にはオイルが溜まり、流量調整通
路５６と送油通路３４の接続部位にはオイルが溜まった状態になる。このため、流量調整
通路５６から送油通路３４が空気を吸い込むタイミングで、空気だけが送油通路３４を流
れることはなく、バルブ駆動室３２から送り込まれた空気とともに送油通路３４内のオイ
ルがクランク室５ａに送られる。
【００５９】
　この流量調整通路５６には、バルブ駆動室３２から送油通路３４に送られる空気の流量
を調整する流量絞り５７が設けられている。流量絞り５７を調整してバルブ駆動室３２か
ら吸い込まれる空気の量を調整することで、送油通路３４を介してクランク室５ａに供給
されるオイルの流量を調整することができる。つまり、流量調整通路５６の内径を気にせ
ず、流量絞り５７の設計のみで容易にオイルの流量調整ができる。
【００６０】
　なお、流量絞り５７は、流量調整通路５６と別体に設ける必要はなく、流量調整通路５
６の一部として構成されてもよい。例えば、シリンダブロック３とクランクケース５のシ
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ール面に沿って流量調整通路５６の一部を形成し、シール面で送油通路３４と接続すると
、流量絞り５７を容易に構成することができる。
【００６１】
　つまり、潤滑装置３０の循環経路は、送油通路３４、連通路３９、供給通路３１、吸引
管４３、小孔４４、吸引通路４２、直通通路４６、ブリーザ通路４８、環流通路５２、戻
し通路５４、流量調整通路５６を有して構成されている。
【００６２】
　エンジン１が始動されると、ピストン６の昇降運動によりクランク室５ａに圧力変化が
生じ、ピストン６の上昇時にはクランク室５ａが減圧されて負圧化傾向となり、ピストン
６の下降時にはクランク室５ａが昇圧されて正圧化傾向となる。
【００６３】
　クランク室５ａが負圧化傾向となり、ピストン６の上死点近傍への移動に伴い送油通路
３４の開口端部３４ａが開き始め、クランク室５ａと油溜室７が連通すると、送油通路３
４にクランク室５ａ内の負圧が作用する。エンジン１が傾いても送油通路３４の吸入部３
５は、油溜室７のオイルＡの油面下に没した状態にあり、油溜室７からオイルＡが吸い込
まれてクランク室５ａ内に送られる。開口端部３４ａは、ピストン６が上死点位置に達し
た時点では既に全開となっているので、クランク室５ａ内の負圧を充分に送油通路３４に
作用させることができる。そのため、油面下より汲み上げられるオイルＡをクランク室５
ａ内に充分に供給することができる。
【００６４】
　クランク室５ａ内に送られたオイルは、ピストン６，クランクシャフトなどの駆動部品
を潤滑し、同時にそれらの駆動部品により飛散されてオイルミストになる。オイルミスト
の一部はクランク室５ａの壁面に付着して再度液化される。
【００６５】
　ピストン６が上死点から下降するときには、クランク室５ａが正圧に変わり、リード弁
４０は開放されて、クランク室５ａと油溜室７は連通する。そして、クランク室５ａ内で
昇圧されたオイルミスト及びオイルが連通路３９を通って油溜室７に送られ、油溜室７内
の圧力が高まる。連通路３９から吐出するオイルミストは油溜室７内に溜まるオイルＡの
油面や油溜室７の壁面に衝突することで液化し、油溜室７に貯留される。油溜室７内で衝
突して跳ね返ることで残ったオイルミストの濃度は、クランク室５ａ内での濃度よりも低
くなる。なお、クランク室５ａが正圧になると、一方向弁３７の作用によりクランク室５
ａから油溜室７へのオイルが逆流しないよう送油通路３４が遮断され、次いで開口端部３
４ａがピストン６により閉じられる。
【００６６】
　油溜室７内の圧力が高まることで、油溜室７内と動弁室４の間に圧力勾配ができ、油溜
室７内に溜まるオイルミストは、供給通路３１を介して動弁室４に送られる。油溜室７か
ら動弁室４にオイルミストを送る過程で、供給通路３１に設けられたバルブ駆動室３２内
の動弁機構１０の各部品は潤滑される。この際オイルミストの一部は液化する。
【００６７】
　バルブ駆動室３２で液化されてなったオイルは、戻し通路５４を介してクランク室５ａ
に送ることができる。このため、バルブ駆動室３２でオイルが過度に滞留することを抑止
でき、動弁室４にオイルが流出することを抑止できる。またオイルが供給通路３１を塞ぐ
事を防止できる。
【００６８】
　動弁室４に供給されたオイルミストは、動弁室４内に設けられた動弁機構を潤滑し、直
通通路４６を介してクランク室５ａに送られる。また動弁室４内に供給されたオイルミス
トが液化して滞留してもクランク室５ａ内の強い負圧が作用して、クランク室５ａ内にオ
イルを送ることができ、動弁室４でオイルが滞留することを抑止できる。
【００６９】
　従って、動弁室４からブリーザ通路４８を介してブローバイガスを排出する際のオイル
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の放出を抑えることができる。
【００７０】
　なお、図２（ａ）に示すように、液化手段７０についてさらに連通路３９の開口端部３
９ｂの周囲に筒状のパンチングメタル７１を配設し、このパンチングメタル７１の底部に
開口端部３９ｂよりも連通路３９の突出方向前側に衝突板７２を設け、オイルミストの液
化機能を強化するようにしてもよい。このようにすると、連通路３９から吐出するオイル
ミストは衝突板７２に衝突して液化され、液化されたオイルはパンチングメタル７１に設
けられた孔７１ａから排出される。開口端部３９ｂの周囲をパンチングメタル７１で囲っ
ているので、供給通路３１に供給されるオイルミストの濃度をさらに低下させることがで
きる。
【００７１】
　また、図２（ｂ）に示すように、液化手段７０について、開口端部３９ｂから吐出する
オイルミストを付着させて液化させる衝突板７４を配設し、衝突板７４の供給通路側端部
に、連通路３９の延伸方向後側に突出する突出部７４ａを設け、開口端部３９ｂと開口端
部３１ａの間を突出部７４ａで遮蔽するようにしてもよい。このようにすると、連通路３
９の開口端部３９ｂから吐出するオイルミストは衝突板７４に衝突してオイルに液化され
、衝突板７４の端部（排出部）から排出されて油溜室７に貯留するオイルに戻される。開
口端部３９ｂから吐出するオイルミストは突出部７４ａに阻止されて供給通路３１の開口
端部３１ａに直接に入ることは殆どなく、供給通路３１に供給されるオイルミストの濃度
を低下させることができる。
【００７２】
　また、図２（ｃ）に示すように、液化手段７０について、筒状の液化本体部７７を連通
路３９の周囲であって油溜室７内に取り付け、連通路３９の開口端部３９ｂから吐出する
オイルミストが液化本体部７７の内面の周方向に流れるように開口端部３９ｂを斜めに設
けてもよい。このようにすると、開口端部３９ｂから吐出したオイルミストは、遠心力に
よって空気とオイルに分離され、分離されたオイルは液化本体部７７（衝突部）の内面に
付着して液化され、内面上を下方に移動して液化本体部７７の端部（排出部）から排出さ
れて油溜室７に貯留するオイルに戻される。なお、オイルが内面に付着し易くするため、
内面の表面荒さを荒くし、また内面にその一端側から他端側に延びる溝（例えば、直線状
溝、螺旋状溝）を設けてもよい。
【００７３】
　この液化手段７０は、液化効率が高いのに加え、開口端部３９ｂの周囲を液化本体部７
７で囲むとともに、開口端部３９ｂと開口端部３１ａの間が遮蔽されたようになっている
ので、供給通路３１に供給されるオイルミストの濃度を低下させることができる。
【００７４】
　また図３に示すように、液化手段７０について、連通路３９の開口端部３９ｂと供給通
路３１の開口端部３１ａの間に流入阻止機能を発揮する流入阻止部８０を設け、流入阻止
部８０の供給通路側端部に、連通路３９の延伸方向側に開口端部３９ｂと開口端部３１ａ
の間を遮蔽するように突出させた屈曲部８２を形成させてもよい。
【００７５】
　この流入阻止部８０は、流入規制板８１をさらに有し、流入規制板８１と屈曲部８２が
開口端部３９ｂを挟むように配置される。なお、流入阻止部８０は、開口端部３１ａ、３
９ｂのそれぞれに対面するように、２つの孔８１ａを設け、開口端部３１ａ側の孔８１ａ
を屈曲するように設けることで得ることができる。このように、流入規制板８１は単一の
板状部品に孔を開けて折り曲げ形成してもよいが、複数の部品から構成されたものでもよ
い。流入規制板８１を単一の板部材とすることで、油溜室７を２つの区画に容易に区切れ
、油面の波消し効果を得ることができる。
【００７６】
　このように供給通路３１の開口端部３１ａの周辺に流入規制板８１を設けることで、開
口端部３９ｂと開口端部３１ａの間で遮蔽されたようになるので、供給通路３１に供給さ
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れるオイルミストの濃度を低下させることができる。
【００７７】
　本発明の思想を明確に伝えるために、液化手段７０の様々な実施例を示したが、本発明
の液化手段は、この例にとどまるものではない。この液化手段７０と戻し通路５４，直通
通路４６等を組み合わせることで、動弁機構１０を潤滑するのに必要なオイルミスト濃度
の範囲で、そのオイルミスト濃度の低減することができ、動弁室４にオイルが過剰に滞留
することを防止できる。
【符号の説明】
【００７８】
　　１　４サイクルエンジン
　　４　動弁室
　　５ａ　クランク室
　　６　ピストン
　　７　油溜室
　１０ａ　バルブ駆動ギヤ（駆動部品）
　１０ｂ　カムギヤ（駆動部品）
　３０　潤滑装置
　３１　供給通路
　３１ａ　開口端部
　３２　バルブ駆動室
　３４　送油通路
　３９　連通路
　３９ｂ　開口端部
　４６　直通通路
　４６ａ　開口端部
　５４　戻し通路
　７０　液化手段
　７１ａ　孔（排出部）
　７２、７４　衝突板（衝突部）
　７７　液化本体部（衝突部）
　８０　流入阻止部
　　Ａ　潤滑オイル（オイル）
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